
消消 防防 だだ よよ りり

（　）は、令和４年累計

・救　急 ……………40件 （  40件） 
・火　災 …………… 0件 （    0件）
・救　助 …………… 1件 （　 1件）

・風水害 …………… 0件 （  0件） 
・捜　索 …………… 0件 （  0件）
・その他 …………… 1件 （  1件）

合計……… 42件 （42件）

火災種別 件　数

10件 5件 365件 32件

火災原因

不　明

火入れ

火入れ ２

マッチ・ライター ２

溶接機･切断機 ２

その他 １

不明 １

建　物

林　野

その他

合  計

1

1

8

10 件

102㎡

36㎡

4,986㎡

5,124㎡

9,175

0

108

9,283

焼損面積
（㎡）

損害額
（千円）

令和４年春季全国火災予防運動

久米島町消防本部の取組
令和３年中における

久米島町消防本部出動状況

火災概要

火　災 救　助 救　急 その他

１月
出動状況

※住宅用火災警報器の交換の目安は１０年 です。定期的に作動の確認をしましょう。
※火入れを行う場合は、必ず消防本部まで連絡するようお願いします。
※火事・救急・救助は１１９番へお願いします。

　令和４年春季全国火災予防運動
が３月１日（火）～３月７日（月）ま
での一週間、全国で一斉に実施さ
れます。
「春季全国火災予防運動」は、火災
が発生しやすい時季を迎えるに当
たり、火災予防思想の一層の普及
を図り、もって火災の発生を防止
し、高齢者を中心とする死者の発
生を減少させるとともに、財産の
損失を防ぐことを目的としています。
　今年の防火標語は「おうち時間　家族で点検　火の
始末」となっています。

　ラジオ広報ハイサイ久米島や町内事業所にポ
スターを掲示していただき、広報活動を行いま
す。また危険物取扱施設や防火対象物施設の立
入査察、消防団を中心とした林野火災想定訓練
を実施する予定です。

住宅防火　いのちを守る
10のポイント

１. 火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は
安全装置の付いた機器を使用する。

２. 火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定
期的に点検し、10年を目安に交換する。

３. 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝
具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。

４. 火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置
し、使い方を確認しておく。

５. お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難
方法を常に確保し、備えておく。

６. 防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地
域ぐるみの防火対策を行う。

６つの対策

４つの習慣
１. 寝たばこは絶対にしない、させない。
２. ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
３. こんろを使うときは火のそばを離れない。
４. コンセントはほこりを清掃し、不必要な
　 プラグは抜く。
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